
平成２７年度

評価の項目 今年度の重点目標 具体的取組 主担当 現　　　状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考

主体的な学習態度を育て、言語活動
の充実を図る。基礎基本的な学力の
定着と、活用力（思考力・判断力・表
現力）の向上に努める。

学力調査の結果の分析をもと
に、児童に必要な力は何かを
考察し、授業改善に活かす。
「家庭学習」「はげみ学習」の充
実を図る。

教務主任

言語活動の充実を軸として、活用力を高める授業づくりを
目指している。
「家庭学習」や「はげみ学習」に対する基本的な態度は確
立しているが、学力の定着には個人差がある。

【成果指標】
学年相当の知識・技能が身についている。
【努力指標】
活用力向上に向け，指導法の工夫改善に取
り組むことができた。

国語・算数の評価テストの全ての観点で，80％に
達した児童の割合が
A　90％以上　　　B　80％以上
C　70％以上　　　D　70％未満

C・Dの場合は，授業・
はげみ学習・家庭学習
の内容やそのあり方を
再検討する。

単元毎に行う評価テスト等
で行う。
学期毎に教員対象に調査
を実施する。

｢学び合い高め合う国語科の授業」を
中心として、児童の確かな言葉の力
を育成する。

国語科における言語活動を充
実させるとともに、課題や発
問、学習形態を工夫して、学び
合う授業を実践する。

研究主任

国語科においては、つけたい力を明確にした単元を
貫く言語活動を設定することができるようになっ
た。しかし、評価の工夫や表現する力(特に書く力)
の個人差など、まだまだ多くの課題も残る。

【努力指標】
確かな言葉の力の育成に向け、学び合い高
め合う国語科の授業を実践し、研究実践を
通して指導法の工夫・改善に取り組むことが
できる。

国語科において、学び合い高め合う授業をめざ
し、指導法の工夫・改善に取り組むことができた
教員の割合が、
Ａ　90％以上　　　　Ｂ　80％以上
Ｃ　70％以上　　　　Ｄ　70％未満

ＣＤの場合は、研究先
進校の取り組みなどを
もとに、指導法の改善
を行う。

７・１２月に教職員対象の
アンケートを実施する。

自分の好きな読み物だけでなく、多分
野にわたる本や良書を選んで、進ん
で読書をする児童を育成する。

「朝の読書」や「読書ノート」の
取り組みを継続する。必読図
書や並行読書の本を児童の身
近に置き、読むことを勧める。

図書館指導担当

昨年は、必読図書を１０冊ずつのまとまりにして取り組ま
せる方法をとったが、冊数が少ないことと一人一人の力に
合わない本が含まれていたことが原因で、10冊を読破す
ることが難しい児童がいた。

【成果指標】
必読図書の中で、学年に応じて目標冊数を
決め、目標を達成することができた。

学年の目標を達成できた児童の割合が
A　９０％以上
B　８０％以上
C　７０％以上
D　７０％未満

CDの場合は、取り組み
内容を再検討する。

学期ごとに読書状況を把
握する。

縦割り集団活動を推進し、コミュニ
ケーション力を中心とした好ましい人
間関係を育成する。

学校生活の様々な場面で行う
縦割り活動では、あいさつや正
しい言葉遣いを大切にし、良好
な人間関係を育成する。

生徒指導主事

学校では気持ちのよい挨拶や言葉遣いに気をつけ、進んで挨
拶をする児童が増えて、縦割りでの温かい交流がある。しか
し、人間関係の固定化が見られる。そこでコミュニケーション力
を高め、自ら良い人間関係を作ろうとする児童の意識を育てた
い。

【成果指標】
児童が場に応じた挨拶をし、正しい言葉遣い
ができる。

場に応じた挨拶や言葉遣いができる児童の割合が
Ａ　９０％以上
Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上
Ｄ　７０％未満

ＣＤの場合は、取り組
み内容を再検討する。

７・１２月に児童を対象にア
ンケートを実施する。

集団の一員としての自覚と責任を持
ち、進んで明るく楽しい学校生活を送
ろうとする心豊かな児童を育成する。

Ｑ－Ｕ、アンケート、児童理解の会
などを活用し、生徒指導の３機能
を生かした授業をして児童の自己
肯定感を高める取り組みをする。 生徒指導主事

穏やかに楽しく学校生活を送っている児童が大多数であ
るが、ちょっとしたことでも臆してしまう面が見られる。生
徒指導の３機能をいかした授業づくりをすることで、自己
決定をし、自己存在感のある、共感的な人間関係の中で
明るく学校生活を送ろうとする子を育てたい。

【成果指標】
生徒指導の３機能を生かした授業づくりがで
きる。

生徒指導の３機能を生かした授業づくりができた教員
の割合が
Ａ　９０％以上　　　　　　　C　７０％以上
Ｂ　８０％以上　　　　　　　D　７０％未満

ＣDの場合は、取り組み
内容を再検討する。

７・１２月に教職員を対象にア
ンケートを実施する。

③進路指導・キャリ
ア教育

学校生活の様々な場で、よりよい人
間関係を築きながら自分の持ち味を
発揮し、目標に向かって自己を高め
ようとする子どもを育てる。

教育活動全般を通して、地域
のゲストティーチャーの生き方
や役割を果たすための苦労や
工夫を学ぶ。

キャリア教育
担当

各教科や特活、道徳、学校行事等を通して、地域の方を
ゲストティーチャーとしてお迎えし、いろいろな苦労や工
夫、努力等の体験を見聞きすることで生き方を学び、目標
に向かって自己を高めようとする子を育てたい。

【努力指標】
様々な教育活動の場で、地域の方々をゲス
トティチャーとしてお招きし、活動に活かすこ
とができる。

キャリア教育の視点をもって、ゲストティーチャー
を活かした活動が
A　各学期に1回以上,年間4回以上
B　年間を通して３回
C　年間を通して２回
D　年間を通して1回

ＣＤの場合は、取り組
み内容を再検討する。

７・12月に教職員を対象に
アンケート調査を実施。

危機管理意識の高める訓練を通し
て，教職員の意識を高め、児童が
安全で，安心した学校生活を送れ
るようにする。

年３回の避難訓練の実施と
職員を対象にした訓練の充
実を図る。 教　頭

学期ごとに火災・不審者・地震対応の避難訓練を実
施しているが，教職員や児童の意識を高めるため，
実践的な訓練も必要である。

【成果指標】
緊急時の対応マニュアルに従って、主体
的に児童・教職員が行動できる。

避難訓練時に、教職員、児童が適切に行動でき
たと感じる教職員、児童が
A:９０%以上　　　　　　　　　　B:８０%以上
C:７０%以上　　　　　　　　　　D:７０%未満

Ｃ、Ｄの場合は、指導計
画や内容を再検討す
る。

実施後教職員にアンケート
を実施する。外部の訓練協
力者に指導を受ける。

校舎内外の安全点検を実施し，施
設設備の改善を行い、児童が安全
で，安心した学校生活を送れるよ
うにする。

毎月管理場所の安全点検を
行い、全教職員が危険箇所
の早期発見に努め、安全管
理を徹底する。

教　頭

毎月管理場所の点検は，実施しているが，校舎の老
朽化に伴い，日常的に不備な箇所の修繕や安全確保
が必要である。

【成果指標】
定期的な管理場所の安全点検を通して日
常的に不備な箇所の修繕・安全確保に努
める。

安全確保に努めている教職員が
Ａ　９０％以上　　　　　　　C　７０％以上
Ｂ　８０％以上　　　　　　　D　７０％未満

Ｃ、Ｄの場合は、点検内
容や意識づけに向けて
再検討する。

職員アンケートおよび安全
点検表でチェックする。

児童の健康の保持増進に向けた運
動の習慣化を図り、バランスの良い
体力の向上を目指す。今年度は、特
に柔軟性の向上を図る。

体育科の各運動領域において体ほぐ
しの運動を意図的に位置づけ、スポ
チャレや健康委員会主催のスポーツ
企画など、年間を通して児童の運動機
会を確保する取り組みを行う。

体育担当

全体的に運動が好きな児童は多いが、運動が習慣化して
いる児童とそうではない児童の二極化傾向は依然見られ
る。また、H26年度の体力テストの結果から、全体的に長
座体前屈に見られる柔軟性が劣っており、体力のバラン
スが悪い傾向にある。

【成果指導】
年間２回体力テストを実施し、２回目の体力
テストおいて、各体力要素４８項目中３８項
目(８割)以上H２６年度の県平均記録の突破
を目指す。

10月の体力テストにおいて、各体力要素全４８項
目中、
H２６年度県平均記録を突破した項目の割合が
A　８０％以上　　　　　B　７０％以上
C　６０％以上　　　　　D　６０％未満

CDの場合は、取り組み
内容を再検討する。

５月と１０月に体力テストを
実施する。

学校での生活を楽しく過ごし、心身の
健康に関心をもち、友人との関わりで
自他の心身を大切にする。

電子メディアと上手に付き合う
ことができる児童を増やす。

養護教諭

春の視力検査の結果でも、０．９以下の児童の割合が３
割を超えていた。さらにその中の半数以上がが昨年度よ
りも視力が下がっていた。その一因として電子メディアを
使用する時間が長い児童が多いことが考えられる。

【成果指標】
児童がノーメディアデーを決め、決めたこと
を実行できる。

ノーメディアデーを実行できた児童の割合
Ａ　８０％以上　　　　Ｂ　７０％以上
Ｃ　６０％以上　　　　Ｄ　６０％未満

Ｃ・Ｄの場合は取り組み
内容を再検討する。

学校保健委員会で電子メ
ディアとの付き合い方につ
いて学習する。
（７月・１１月に児童アン
ケートを実施する。）

⑥特別支援教育
校内の支援体制を確立し、児童の特
性理解を深め、具体的な支援を行う
ことによって個を伸ばす。

校内委員会を中心に、研修会
の企画、支援体制の充実、児
童の特性に寄り添った支援方
法の共有に努める。

特別支援教育
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

校内委員会や児童理解の会で共通理解を図り、授業づく
りの工夫や児童の支援に努めている。進級したそれぞれ
の学年で、さらなる具体的な支援を考え、体制を確立する
必要がある。

【努力目標】
職員での共通理解を深め，具体的な指導の
工夫やよりよい支援を行うことができる。

個に応じた指導支援ができたと思える教職員の
割合が
Ａ　９０％以上　　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　　Ｄ　７０％未満

Ｃ，Ｄの場合は、具体的
な取組を見直す。

７・12月に教職員を対象に
アンケート調査を実施す
る。

⑦組織運営

学校ビジョン達成に向け、各主任や
分掌担当が学校評価計画に基づいて
組織的，効率的に取り組む。

各担当の取組みについての進
捗状況や内容について，運営
委員会等で情報の交流や共通
理解，指導助言を行う。

教　頭

ビジョン達成に向け、それぞれの教職員が，取り組んでい
るが，今後はさらに計画・実施・評価・改善のサイクルを
意識しながら組織的な運営が必要である。

【努力指標】
ビジョン達成に向け，情報の交流や組織的・
効率的に学校運営に取り組むことができた。

組織的、効率的な学校運営が図られたと思う教
職員が
Ａ：８０％以上　　　　　　　C：６０％以上
Ｂ：７０％以上　　　　　　　D：６０％未満

Ｃ、Ｄの場合は、内容や
協力体制や組織作りの
面から再検討する。

７，１２月の教職員を対象
にアンケート調査を実施す
る。

⑧研修

校内研修に積極的に取り組み、教員
の指導力向上に努める。

校内研修会では研究授業・教
材研究を行うと共に、講師の招
聘やOJTの活用により指導法
の改善に努める。

教　　頭

国語科を中心とした学校研究を進めているが、様々な研
修を受けて学習した内容を全体に還元することを通じて、
教員の指導力の向上に努めたい

【努力指標】
校内研修会で学んだことや、様々な研修を
受けて還元したことが、教員の指導力向上
に活かされている。

校内研修会で学んだことや研修したことの還元
が、指導力向上に生かされていると思う教員の割
合が
A：９０％以上　　　　　　　B：８０％以上
C：７０％以上　　　　　D７０％未満

C,Dの場合は研修会の
内容や形式を再検討す
る。

７・12月の教職員を対象に
したアンケート調査を実施
する。

⑨保護者，地域との
連携

積極的に学校公開に努め，地域や保
護者と連携し，開かれた学校づくりを
する。

授業参観・自由参観，ホーム
ページ、学級だよりや学校だよ
り等を通して学校の様子を知ら
せる。

教　頭

学校だよりなど機会ある毎に学校の様子を家庭・地域に
知らせている。育友会活動についても保護者の関心は高
く協力的である。

【満足指標】
保護者や地域の人が様々な教育活動を理
解し満足している。

HPや各種便りで学校の様子がわかると答えた保
護者の割合が
Ａ　　９０％以上　　　　　　　　B　　８０％以上
C　　７０％以上　　　　　　　　D　　７０％未満

Ｃ以下の場合は速やか
に改善策を考える。

７・12月の保護者アンケー
トで調査する。

⑩教育環境整備

校舎の環境美化及び整備に
努める。学習環境の充実を
図る。

清掃の指導や用具の点検を行
う。教室内外の教育効果を高
める環境を整備する。（掲示物
やロッカー、教具の整理整頓）

環境・清掃担当

清掃は人数に対する面積が広いため、効率的に行
う必要がある。校内掲示の工夫や教具の整理、整頓
を行う必要がある。

【努力指標】
効率的な清掃や掲示などにより、より良い環
境整備に努める。

環境整備に努めることができたと思える教職員の
割合が
Ａ　９０％以上　　　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　　　Ｄ　７０％未満

ＣＤの場合は計画や内
容を再検討する

７・１２月の教職員アンケー
トで調査する。

④安全管理

⑤保健管理

学　校　評　価　計　画　書

②生徒指導

①教育課程・学習
指導

　　学校教育目標　　　　　　　「自ら学び、心豊かでたくましく、未来を切り拓く三谷っ子の育成」
　　　　　・めざす子ども像　　　　　　　　　　みずから学び、自分の言葉で表現する子　　　たくましい体を持つ子　　　にっこにこ笑顔で、思いやりのある子　　　こきょうを大切にする子


